東北関東大震災に際し、人類働態学会会員の皆様へ
　この度（2011年3月11日）の東北関東地域を襲った大地震そして想像を絶する大津波と火災、さらに続いて発生した福島原子力発電所事故による放射能汚染、これら未曾有の災害に遭われた会員およびそのご家族の方々を初め被災されたすべての方々に対して、人類働態学会を代表して心からのお見舞いを申し上げます。未だこの被害の実態は把握されておらず、また今後被災された方々が明らかになることもあると想像されます。被曝被災に関しては10年20年という単位で明らかになることもあると考えられます。
　人類働態学は人間の生き様を研究する学問です。基礎的学問であると同時に実践的学問でもあります。こうした状況下で、我々の持つ知識や技術をどのように提供できるのか、すべての会員が自らに問う機会でもあります。それぞれがそれぞれの立場で、人間として、研究者として行動すべきことがあると思います。
　また、世界の各地から今回の日本の被災に対して哀悼の意を表して戴いておりますことはご存知の通りと思います。世界各国からの救援を初め、アメリカのスポーツ大会での黙祷、ドイツでの哀悼のためのコンサートなどなど世界中の方々から強い関心と温かい思いを伝えて来て戴いております。心から感謝したいと感じております。IEA会長のAndrew IMADA氏からも被災直後に日本人間工学会と人類働態学会の会長宛にお見舞いのメイルを戴きました。有り難いことだと感じております（個人的事情で少々遅れましたが、御礼のメイルをお送りしました）。
　我々は勿論、こうした苦難に挫けることはありません。会員の皆様におかれましては、まずはご自身の安全と持続可能な生活の管理を行っていただき、皆様がお持ちの情報と知識・技術を最適な形でご活用いただけますようお願い申し上げる次第です。
　なお、人類働態学会のホームページ上で、会員およびその周辺の方々の安否確認を是非行いたいと思われる方は、事務局宛（事務局メール：secretariat＠humanergology.com）に情報をお寄せ下さい。できるだけ速やかに安否確認ができるよう対応したいと思います。安否確認の内容としましては、ご自分（および周辺の方）の避難場所や健康・被災状況、またご不明者の氏名および確認に必要な情報などです。対応能力の限界もありますので、できるだけ必要な方のみご利用下さい。また情報は簡潔にお願い致します。一人でも多くの方が安全でおられることを、心から祈念致しております。
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